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基準５ 教育内容及び方法 

（３）基準５の自己評価の概要 

（１）観点ごとの分析 

＜準学士課程＞ 

観点５－１－①： 教育の目的に照らして，授業科目が学年ごとに適切に配置され，教育課程が体

系的に編成されているか。また，授業の内容が，全体として教育課程の編成の趣

旨に沿って，教育の目的を達成するために適切なものとなっているか。 

 

（観点に係る状況）  

本校の教育課程の編成について，各学科共に，低学年時において一般科目を多く配置し，学年 

が進むにつれて専門科目の比重が高まるくさび形の科目配置となっている（資料５－１－①－１～ 

６）。 

教育課程については，各学科とも原則として，基礎となる一般科目（数理系科目等）を低学年に，

専門基礎科目，専門科目を高学年に配置しており，卒業時に身に付けるべき学力や資質・能力に照

らして体系的に編成している（資料５－１－①－７～12）。授業科目の内容は，学科ごとに定めた

教育目標を最終的な到達点として，それぞれ準学士課程の卒業時に身に付けるべき学力や資質・能

力の各項目のいずれかに沿うものとなっている。 

本校の教育目標「RD 国際社会で活躍するためのコミュニケーション基礎能力を身に付ける。」

に沿って，英語教育に関しては，目的に沿った英語教育全般の目標を具体的に定め，これらに対応

する内容を設定している（資料５－１－①－13，14）。 

機械工学科では，学科の目的である「豊かな創造力をもつ機械技術者の育成」に沿って，各学年

における達成目標を設定し，それぞれの科目における到達目標をシラバスに記載している（資料５

－１－①－15，16）。 

電気電子工学科では，学科の目的である「電力・電子・情報通信・計測制御などの基本を身につ

けた電気電子技術者の育成」に沿って，各学年における達成目標を設定し，それぞれの科目におけ

る到達目標をシラバスに記載している（資料５－１－①－17，18）。 

電子情報工学科では，学科の目的である「現代社会を支えるICT技術者の育成」に沿って，各学

年における達成目標を設定し，それぞれの科目における到達目標をシラバスに記載している（資料

５－１－①－19，20）。 

物質工学科では，学科の目的である「材料工学あるいは生物工学に通じた化学技術者の育成」に

沿って，各学年における達成目標を設定し，それぞれの科目における到達目標をシラバスに記載し

ている（資料５－１－①－21，22）。 

環境都市工学科では，学科の目的である「住みよいまちを創り出す建設技術者の育成」に沿って，

各学年における達成目標を設定し，それぞれの科目における到達目標をシラバスに記載している

（資料５－１－①－23～24）。 

 高等専門学校設置基準に従い，授業を行う期間は35週にわたっている（資料５－１－①－25）。 
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資料５－１－①－１ 

「各学科共通科目の授業科目一覧」 

 

（出典 平成24年度学生便覧, p.13） 

 

資料５－１－①－２ 

「機械工学科の授業科目一覧」 

 

（出典 平成24年度学生便覧, p.14） 

 

資料５－１－①－３ 

「電気電子工学科の授業科目一覧」 

 

（出典 平成24年度学生便覧, p.15） 
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資料５－１－①－４ 

「電子情報工学科の授業科目一覧」 

 

（出典 平成24年度学生便覧, p.16） 

 

資料５－１－①－５ 

「物質工学科の授業科目一覧」 

 

（出典 平成24年度学生便覧, p.17） 

 

資料５－１－①－６ 

「環境都市学科の授業科目一覧」 

 

（出典 平成24年度学生便覧, p.18） 
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資料５－１－①－７ 

「一般科目の教育課程の体系性と科目系統図」 

 

（出典 平成24年度シラバス, p.G-12） 

 

資料５－１－①－８ 

「機械工学科の教育課程の体系性と科目系統図」 

 

（出典 平成24年度シラバス, p.M-04） 
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資料５－１－①－９ 

「電気電子工学科の教育課程の体系性と科目系統図」 

 

（出典 平成24年度シラバス, p.E-04） 

 

資料５－１－①－10 

「電子情報工学科の教育課程の体系性と科目系統図」 

 

（出典 平成24年度シラバス, p.Ei-04） 
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資料５－１－①－11 

「物質工学科の教育課程の体系性と科目系統図」 

 

（出典 平成24年度シラバス, p.C-04） 
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資料５－１－①－12 

「環境都市工学科の教育課程の体系性と科目系統図」 

 

 

（出典 平成24年度シラバス, p.B-07～08） 
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資料５－１－①－13 

「英語教育の達成目標」 

 

（出典 平成24年度シラバス, p.G-09） 

 

資料５－１－①－14 

「英語教育に関する授業科目のシラバスの具体的目標に対応している箇所」 

 

 

（出典 平成24年度シラバス, p.G-89） 
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資料５－１－①－15 

「機械工学科の達成目標」 

 

（出典 平成24年度シラバス, p.M-03） 

 

資料５－１－①－16 

「機械工学科の授業科目のシラバスの具体的目標に対応している箇所」 

 

 

（出典 平成24年度シラバス, p.M-37） 
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資料５－１－①－17 

「電気電子工学科の達成目標」 

 

（出典 平成24年度シラバス, p.E-03） 

 

資料５－１－①－18 

「電気電子工学科の授業科目のシラバスの具体的目標に対応している箇所（抜粋）」 

 

 

（出典 平成23年度シラバス, p.E-17） 
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資料５－１－①－19 

「電子情報工学科の達成目標」 

 

（出典 平成24年度シラバス, p.Ei-03） 

 

資料５－１－①－20 

「電子情報工学科の授業科目のシラバスの具体的目標に対応している箇所」 

 

 

（出典 平成24年度シラバス, p.Ei-34） 
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資料５－１－①－21 

「物質工学科の達成目標」 

 

（出典 平成24年度シラバス, p.C-03） 

 

資料５－１－①－22 

「物質工学科の授業科目のシラバスの具体的目標に対応している箇所」 

 

 

（出典 平成24年度シラバス, p.C-14） 
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資料５－１－①－23 

「環境都市工学科の達成目標」 

 

 

（出典 平成24年度シラバス, p.B-05～06） 
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資料５－１－①－24 

「環境都市工学科の授業科目のシラバスの具体的目標に対応している箇所」 

 

 

（出典 平成24年度シラバス, p.B-23） 

 

資料５－１－①－25 

「平成24年度行事予定表（抜粋）」 

 

（出典 学生課） 
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（分析結果とその根拠理由）  

教育課程の編成については，各学科とも，くさび形の科目配置としており，本校の卒業時に身に

付けるべき学力や資質・能力に照らした卒業時の到達目標及び各学年の修了時の到達目標の下に，

各授業科目を各学年に適切に配置している。また，目標に到達するために段階的な履修が可能とな

るよう授業科目の内容を決定している。以上のことから，教育課程の編成の趣旨に沿って，教育の

目的を達成するために適切なものになっている。 

 

観点５－１－②： 教育課程の編成又は授業科目の内容において，学生の多様なニーズ，学術の発

展の動向，社会からの要請等に配慮しているか。 

（観点に係る状況）  

学生の多様なニーズ，社会からの要請に配慮するために，授業アンケートなど各種アンケートを

実施し，教育システム推進委員会にてその結果について検討している（資料５－１－②－１～４）。

また，学生の多様なニーズに応えるため，入学時に工学基礎コースを設置し，２年時進級時に希望

学科への転科を認める仕組みがある（資料５－１－②－５）。第４学年への編入学生に対しては，

各学科において補充教育が行われている（資料５－１－②－６）。 

第４学年で「インターンシップ」を実施し，企業での研修，報告書の作成，インターンシップ報

告会での発表を行っている（資料５－１－②－７～９）。その他，学生の多様なニーズに応える制

度として，海外インターンシップ制度（資料５－１－②－10，11）,単位修得認定制度（資料５－

１－②－12，13）がある。 

本校の基本理念と学習・教育目標に掲げられている英語コミュニケーション能力の養成及び外部

有識者会議における講評における英語コミュニケーション能力の向上に向けた提言などに対応する

ために，外国語の伝達と読解の基礎能力育成に関する緊急会議を開催し，英語教育のマスタープラ

ンを作成した（資料５－１－②－14，15）。TOEIC＠IP試験の結果から，本校の英語教育に対する

具体的な目標設定を設定し，その実現に向けた教育改善を行っている（資料５－１－②－16）。 

 

資料５－１－②－１ 

「新入生アンケート結果（抜粋）」 

 

（出典 平成23年度教員会議） 
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資料５－１－②－２ 

「授業アンケート結果（抜粋）」 

 

（出典 平成23年度授業アンケート） 

 

資料５－１－②－３ 

「平成23年度就職・進学先アンケート結果（抜粋）」 

 

（出典 創造教育開発センター） 

 

資料５－１－②－４ 

「平成23年度卒業生アンケート結果（抜粋）」 

 

（出典 創造教育開発センター） 
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資料５－１－②－５ 

「工学基礎コースからの転科学生」 

 
（出典 平成23年度教務委員会） 

 

資料５－１－②－６ 

「編入学生に対する補充教育の実施に関する依頼文」 

 

（出典 学生課） 
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資料５－１－②－７ 

「夏季校外実習（インターンシップ）報告会資料集 表紙例」 

 

（出典 学生課） 

 

資料５－１－②－８ 

「夏季校外実習（インターンシップ）報告会資料集 内容例（氏名欄は消去済）」 

 

（出典 学生課） 
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資料５－１－②－９ 

「校外実習評価報告書 例（氏名欄は消去済）」 

 

（出典 学生課） 

 

資料５－１－②－10 

「平成22年度 学生海外派遣制度の案内文」 

 

（出典 学生課） 
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資料５－１－②－11 

「在学生の海外留学・海外派遣の状況」 

 
（出典 学生課） 

 

資料５－１－②－12 

「単位修得認定制度の学生向け説明文」 

 

（出典 平成24年度シラバス, p.G-10） 
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資料５－１－②－13 

「技能審査合格単位修得認定申請書 申請例（申請書式と認定証）」 

   

（出典 学生課） 

 

資料５－１－②－14 

「外国語の伝達と読解の基礎能力育成に関する緊急会議に関するメール（抜粋）」 

 

（出典 学内メール） 

 



福井工業高等専門学校 基準5 

- 154 - 

資料５－１－②－15 

「英語教育のマスタープラン」 

 

（出典 英語科） 

 

資料５－１－②－16 

「TOEIC@IP試験結果」 

 

（出典 教務委員会） 
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（分析結果とその根拠理由）  

工学基礎コースの導入に伴う2年時進級時での転学科制度や各学年におけるインターンシップ等

のキャリア教育の充実，英語で教育の充実などを行い，学生の多様なニーズ，学術の発展動向，社

会からの要請等に対応した教育課程の編成に配慮している。 

 

観点５－２－①： 教育の目的に照らして，講義，演習，実験，実習等の授業形態のバランスが適

切であり，それぞれの教育内容に応じた適切な学習指導法の工夫がなされている

か。 

（観点に係る状況）  

各学科では，専門的な知識から高いレベルの実践力までを幅広くカバーするために，授業形態と

して講義，演習，実験・実習の科目を配置している。低学年では，基礎的な知識を中心に教育する

講義科目を配置し，高学年では，より専門的な高いレベルの技術を教育する講義科目及び実践力等

の育成を図る演習科目，実験・実習科目の単位数を高めた構成としている（資料５－２－①－１）。 

優れた実践力と豊かな創造性を備えた技術者を育成する目的で，PBL型授業を多く実施している

（資料５－２－①－２，３）。５学年では，教員一人当たり４～５名の学生を担当し少人数教育で

卒業研究の指導をしている。卒業研究は本校教育目標の全てを包括する総合的科目と位置付けてい

る（資料５－２－①－４）。 

それぞれの教育内容に応じた適切な学習指導法の改善や情報共有のために，授業アンケート（資

料５－２－①－５），公開授業（資料５－２－①－６），学生アンケートでの優秀教員による講演

（資料５－２－①－７）などを実施している。 

 

資料５－２－①－１ 

「専門科目の講義・実験実習の割合構成」 

講義 実験

実習
講義 実験

実習
講義 実験

実習
講義 実験

実習
講義 実験

実習
講義 実験

実習

合計単位数 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 15 15

割合% 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0

合計単位数 7 4 8 2 6 5 6 5 6 5 33 21

割合% 63.6 36.4 80.0 20.0 54.5 45.5 54.5 45.5 54.5 45.5 61.1 38.9

合計単位数 17 3 17 5 16 4 15 6 17 5 82 23

割合% 85.0 15.0 77.3 22.7 80.0 20.0 71.4 28.6 77.3 22.7 78.1 21.9

合計単位数 20 5 24 5 19 6 18 5 19 7 100 28

割合% 80.0 20.0 82.8 17.2 76.0 24.0 78.3 21.7 73.1 26.9 78.1 21.9

合計単位数 12 12 11 13 13 11 14 11 11 10 61 57

割合% 50.0 50.0 45.8 54.2 54.2 45.8 56.0 44.0 52.4 47.6 51.7 48.3

合計単位数 59 27 63 28 57 29 56 30 56 30 291 144

割合% 68.6 31.4 69.2 30.8 66.3 33.7 65.1 34.9 65.1 34.9 66.9 33.1

4

全体

5

環境都市

1

2

3

全体
学年

機械 電気電子 電子情報 物質

 

（出典 平成24年度学生便覧からデータ作成） 
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資料５－２－①－２ 

「知能機械演習のシラバス」 

 

（出典 シラバス, p.M-35） 

 

資料５－２－①－３ 

「電子創造工学のシラバス」 

 

（出典 シラバス, p.E-25） 
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資料５－２－①－４ 

「機械工学科の卒業研究のシラバス」 

 

（出典 シラバス, p.M-43） 

 

資料５－２－①－５ 

「授業アンケートの回答ページ及び結果・分析 例」 

 

（出典 平成22年度授業アンケート結果報告書） 

 

資料５－２－①－６ 

「公開授業の報告書」 

 

（出典 平成22年度創造教育センター報告書） 
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資料５－２－①－７ 

「優秀教員による講演資料」 

 
（出典 FD講演会資料） 

 

（分析結果とその根拠理由）  

準学士課程の卒業時に身に付けるべき学力や資質・能力に照らして，専門的な知識から高いレベ

ルの実践力までを幅広くカバーするために，講義，演習，実験・実習をバランスよく組み合わせて

いる。また，学習指導法の情報共有のために公開授業等を実施している。以上のことから，教育の

目的に照らして，講義，演習，実験，実習等の授業形態のバランスが適切であり，それぞれの教育

内容に応じた適切な学習指導法の工夫がなされている。 

 

観点５－２－②： 教育課程の編成の趣旨に沿って，シラバスが作成され，事前に行う準備学習，

教育方法や内容，達成目標と評価方法の明示等，内容が適切に整備され，活用されているか。 

（観点に係る状況）  

シラバスは，教育課程に編成の趣旨に沿って，授業目標，授業の概要と方法，授業内容，教科書，

参考書，学習・教育目標，到達目標，評価方法，関連科目の明示など内容が適切に整備されたもの

を，教務主事からのシラバスの作成依頼（資料５－２－②－１）に従って担当教員が作成する（資

料５－２－①－２）。新任教員や非常勤講師については学科長や連絡担当教員が作成し，新年度に

新任教員に対する説明会（資料５－２－②－２）や非常勤講師との懇談会（資料５－２－②－３）

においてシラバスの運用や成績評価についての説明を行っている。授業の開始時には担当教員が科

目のガイダンスを実施しているが，印刷したシラバスを配布し，授業内容や成績評価方法について

説明している。授業内容等が変さらになった場合は，学生に対して修正したシラバスの再配布及び

説明を行っている。学生は，授業の進捗や評価方法を参照し受講に役立てると共に，自己評価のた
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めに用いている。授業アンケートの結果から，ほとんどの科目においてシラバスに従って授業を進

めている（資料５－２－②－４）。 

 

資料５－２－②－１ 

「シラバスの作成依頼メール（抜粋）」 

 

（出典 学内メール） 

 

資料５－２－②－２ 

「新任教員に対する説明会の案内」 

 

（出典 学内メール） 
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資料５－２－②－３ 

「非常勤講師との懇談会資料（抜粋）」 

 

（出典 非常勤講師との懇談会資料） 

 

資料５－２－②－４ 

「授業アンケート結果（抜粋）」 

 

（出典 平成22年度授業アンケート結果報告書） 

 

（分析結果とその根拠理由）  

教育課程の編成の主旨に沿って全教科目についてシラバスが作成され，準備学習，学習・教育目

標，教育方法や内容，達成目標と評価方法等が明示されている。アンケート調査結果によれば，教

員はシラバスを活用している。 
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観点５－２－③： 創造性を育む教育方法の工夫が図られているか。また，インターンシップの活用

が図られているか。 

（観点に係る状況）  

 機械工学科３年生の創造工学演習（資料５－２－③－１）では，前期に機械工作実習を後期に与

えられた課題のロボットのアイデア出しと製作を行い，４年生の知能機械演習（資料５－２－③－

２）では，機構部品の製作・電子回路の製作・マイコン制御プログラムの作成をプロジェクトチー

ムで行い，創成型教育を実施している。この成果は，論文集「高専教育」に報告されている（資料

５－２－③－３）。電気電子工学科３年生の電子創造工学（資料５－２－③－４）には，グループ

作業により電気回路の設計・製作を行い，創成型教育を行っている。この成果は論文集「高専教育」

に報告されている（資料５－２－③－５）。電子情報工学科３年生の創造工学演習（資料５－２－

③－６）では，学生同士でのミーティングにおいてアイデアを出し，計画書の作成，グループで協

力しながら課題に取り組み，問題点を理解し解決する能力を育むための創成型教育を行っている。

物資工学科１年生のものづくり科学では，化学電池の製作（資料５－２－③－７）など３つのテー

マを実施している。環境都市工学科５年生の構造デザイン（資料５－２－③－８）では，グループ

で橋の設計・製作を行うことにより，様々な知識と技術を活用し，グループ内でコミュニケーショ

ンを取りながら問題解決を図る創成型教育を実施している。以上のように全ての学科でものづくり

の授業により創造力を育む教育方法が工夫されている。 

 各学科は校外実習の科目を４年生に設けてインターンシップを実施している。校外実習規程（資

料５－２－③－９）とインターンシップ・ガイダンス（資料５－２－③－10）に基づいた指導の下

に，積極的にインターンシップに参加している（資料５－２－③－11）。学生はインターンシップ

終了後に，受け入れ企業での実習日誌（資料５－２－③－12）を本校に提出するとともに，報告書

を作成し，実習内容を学内報告会にて発表する。受け入れ企業及び学生を対象にしてインターンシ

ップの内容等に関する満足度をアンケート調査し，次年度実施に向けての改善策を検討するために，

その結果がまとめられている（資料５－２－③－13）。 

 

資料５－２－③－１ 

「創造工学演習のシラバス」 

 

（出典 シラバス, p.M-21） 
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資料５－２－③－２ 

「知能機械演習のシラバス」 

 

（出典 シラバス, p.M-35） 

 

資料５－２－③－３ 

「機械工学科の授業成果報告（抜粋）」 

 

（出典 日本工学教育協会誌（工学教育），Vol.58 (2010) p.76） 

 

資料５－２－③－４ 

「電子創造工学のシラバス」 

 

（出典 シラバス, p.E-25） 
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資料５－２－③－５ 

「電気電子工学科の授業成果報告（抜粋）」 

 

（出典 論文集「高専教育」, 31 (2008) p.319） 

 

資料５－２－③－６ 

「創造工学演習のシラバス」 

 

（出典 シラバス, p.Ei-31） 

 

資料５－２－③－７ 

「物質工学科「ものづくり科学」の講義資料（抜粋）」 

 

（出典 物質工学科「ものづくり科学」の成績資料） 
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資料５－２－③－８ 

「構造デザインのシラバス」 

 

（出典 シラバス, p.B-42） 

 

資料５－２－③－９ 

「校外実習に関する事項（抜粋）」 

 

（出典 教務に関する申合事項集） 



福井工業高等専門学校 基準5 

- 165 - 

 

資料５－２－③－10 

「インターンシップ・ガイダンス資料（抜粋）」 

 

（出典 学生課） 

 

資料５－２－③－11 

「平成23年度のインターンシップ実績」 

 

（出典 学生課） 
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資料５－２－③－12 

「インターンシップ実習日誌（抜粋）」 

 

 

（出典 学生課） 

 

資料５－２－③－13 

「平成23年度インターンシップ・アンケート（抜粋）」 

 

（出典 進路指導委員会資料） 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 全学科で学生の創造性を育む教育方法（PBLなど）やインターンシップの活用によって，学生の

自発的な学習活動を支援し，教育効果を上げる体制が整備されている。 
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観点５－３－①： 教育課程の編成において，一般教育の充実や特別活動の実施等，豊かな人間性

の涵養が図られるよう配慮されているか。また，教育の目的に照らして，課外活

動等において，豊かな人間性の涵養が図られるよう配慮されているか。 

（観点に係る状況）  

教育課程表の一般科目（資料５－１－①－１）に示すように，多くの一般科目を配置し，幅広い

教養と人間性の育成に配慮している。１～３学年に対しては，特別活動の時間を時間割に組み込み

（資料５－３－①－１），学級担任が中心となって計画的に運用している（資料５－３－①－２）。

校外研修等の種々の学校行事を通じて，豊かな人間性の涵養が図られている。 

学生便覧の最初に「基本理念」「教育方針」「養成すべき人材像」を明記し（資料５－３－①－

３），豊かな人間性を養う学生に示し，学校行事，クラブ活動，寮生会活動及び学生会活動等を通

じて豊かな人間性の涵養を図るように考慮している。 

1年生から5年生では学級担任と副担任が各1名付き（資料５－３－①－４），学級の運営と指導

にあたっている。学級担任は担任の手引き（資料５－３－①－５）によりその業務に従事している。

さらに各学級には，日直が教室内の清掃や授業報告を学級日誌（資料５－３－①－６）に記し担任

に報告している。また，学校全体において，学生主事を中心にして学生主事補と学級担任で構成さ

れている補導委員会にて，校門指導等の役割を分担して学生指導を行っている。 

平成23年度の学校行事の一覧（資料５－３－①－７）を示す。学生会が体育祭を企画・立案・実

施（資料５－３－①－８）する。平成23年度の体育祭について体育長が青武台だよりに報告（資料

５－３－①－９）している。同様に学生会が高専祭（資料５－３－①－10）を実施し，平成23年度

の高専祭について高専祭実行委員長が報告（資料５－３－①－11）している。 

クラブ顧問の一覧（資料５－３－①－12）を示す。クラブの指導には，新年度の最初に実施して

いる顧問会議で「体育系クラブ活動における指導マニュアル」を配布し，ルールの徹底と安全とを

配慮して１クラブに1名以上の顧問を配置している（資料５－３－①－12）。クラブ活動の課外活

動届・活動報告書を提出，指導教員の指導時間を書面に記入して報告している。 

各クラブは平成23年度北陸地区国立高等専門学校体育大会（資料５－３－①－13）に参加し，競

技成績は青武台だよりに報告されている（資料５－３－①－15）。 

高専ロボコン2011東海北陸地区大会（資料５－３－①－16），第22回プログラミングコンテスト

（資料５－３－①－17），デザコン2011（資料５－３－①－18）に出場し，ものづくりの良い活動

の場に参画し，学生間の交流が図られている。 

学生会は学生会規則（資料５－３－①－19）に従い組織され，組織的に活動が行われている（資

料５－３－①－20）。学生会には，学生主事及び学生主事補が指導にあたり，運営に関わる諸問題

への相談に応じると同時に安全と倫理面からの指導にもあたっている。 

寮生は，学生寮規則と寮生心得（資料５－３－①－21）に基づき，学生寮での共同生活をする。

寮生には寮生会が設けられ，寮生会規約（資料５－３－①－22）に従い寮生会が組織されている。

寮の活動（資料５－３－①－23）を通じて，豊かな人間性の涵養が図られている。 
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資料５－３－①－１ 

「平成24年度前期時間割（抜粋）」 

 

（出典 学生課） 

 

資料５－３－①－２ 

「平成24年度前期特別活動計画表（抜粋）」 

 

（出典 学生課） 
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資料５－３－①－３ 

「基本理念」「教育方針」「養成すべき人材像」 

 

（出典 平成24年度学生便覧） 

 

資料５－３－①－４ 

「学級担任一覧」 

 

（出典 平成24年度学生便覧, p.62） 
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資料５－３－①－５ 

「学級担任の手引き 表紙」 

 

（出典 学級担任の手引き） 

 

資料５－３－①－６ 

「学級日誌の例」 

 

（出典 学生課） 
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資料５－３－①－７ 

「平成24年度 学校行事一覧（抜粋）」 

 

（出典 学生課） 
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資料５－３－①－８ 

「平成24年度 体育祭プログラム」 

 

（出典 学生課） 

 

資料５－３－①－９ 

「平成23年度 体育祭の報告」 

 

（出典 青武台だより） 
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資料５－３－①－10 

「平成23年度 高専祭のしおり」 

 

（出典 学生課） 

 

資料５－３－①－11 

「平成23年度 高専祭の報告」 

 

（出典 青武台だより） 
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資料５－３－①－12 

「平成24年度 クラブ顧問一覧」 

 

（出典 学生便覧, p.63） 

 

資料５－３－①－13 

「体育クラブ活動における指導マニュアル」 

 

（出典 平成24年度顧問会議資料） 
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資料５－３－①－14 

「平成23年度北陸地区国立高等専門学校体育大会の計画表」 

 

（出典 学生課） 

 

資料５－３－①－15 

「平成23年度北陸地区国立高等専門学校体育大会の報告（抜粋）」 

 

（出典 青武台だより） 
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資料５－３－①－16 

「高専ロボコン2011の報告」 

 

（出典 青武台だより） 

 

資料５－３－①－17 

「第22回プログラミングコンテストの報告」 

 

（出典 青武台だより） 
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資料５－３－①－18

「デザコン2011の報告」 

 

（出典 青武台だより）

資料５－３－①－19

「学生会規約」 

 

（出典 平成24年度学生便覧, p.132）

 

資料５－３－①－20 

「学生会組織概要と組織図」 

  

（出典 平成24年度学生便覧, p.45～46） 
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資料５－３－①－21 

「寮生会規則と寮生心得」 

 

 
（出典 寮生手帳） 
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資料５－３－①－22 

「寮生会規約」 

 

（出典 寮生手帳） 

 

資料５－３－①－23 

「寮生会行事一覧」 

 

（出典 寮生手帳） 
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（分析結果とその根拠理由）  

幅広い教養と人間性の育成に配慮して，１～３学年には特別活動を実施している。学生は特別活

動，学級担任による学生指導，学校行事，クラブ活動，学生会活動及び寮生会活動などの多角的な

活動を通して多くのことを体験し，自ら行動し行事等の企画・立案・実行を経験する機会を得てい

る。従って，本校は人間性を涵養するように教育課程が編成されており，さらに課外活動等をもっ

て豊かな人間性の涵養が図られるよう配慮されている。 

 

観点５－４－①： 成績評価・単位認定規定や進級・卒業認定規定が組織として策定され，学生に

周知されているか。また，これらの規定に従って，成績評価，単位認定，進級認

定，卒業認定が適切に実施されているか。 

（観点に係る状況）  

 教育課程等に関する規則（資料５－４－①－１）と学業成績評価並びに進級・卒業認定等に関す

る規則（資料５－４－①－２）が定められ，学生便覧に示され，成績評価基準，単位認定基準，進

級・卒業認定基準が策定され，周知されている。 

また，45 時間の学修をもって１単位とする学修単位の科目は，学修単位科目の一覧を学生便覧に

示すと共に，シラバスに学修単位科目と記載している（資料５－４－①－３，４）。１単位の履修

時間は，授業時間以外の学修を合わせて 45 時間であることを担当教員がシラバスを用いて学生に

知らせている。定期試験を受けられなかった場合，追試験を行うことができ（資料５－４－①－

５），また仮進級者の不合格科目については解除することができる（資料５－４－①－６）ことを

規定している。定期試験については採点後に学生に返却すると共に試験問題の解説を行っている。

また，学生から成績評価などに対する意見申し立てがあった場合は，当該授業科目担当教員による

対応が行われている。 

各科目担当教員がスキャナ等を用いて試験の答案等の電子化により作成し（資料５－４－①－

７），学校に提出・保管している（訪問調査時，閲覧可）。非常勤講師の担当科目については，連

絡担当教員が協力して作成している。年度末に進級判定会議と卒業判定会議が開催され（資料５－

４－①－８，９），会議資料（資料５－４－①－10，11）に記載した卒業・進級判定基準（資料５

－４－①－12，13）を確認した後，それに照合して判定する。 

 

資料５－４－①－１ 

「教育課程等に関する規則（抜粋）」 

 

（出典 平成24年度学生便覧, p.83） 
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資料５－４－①－２ 

「学業成績評価並びに進級・卒業認定等に関する規則（抜粋）」 

 

（出典 教務に関する申合事項集） 

 

資料５－４－①－３ 

「学修単位科目の一覧表」 

 

（出典 平成24年度学生便覧, p.19） 
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資料５－４－①－４ 

「学修単位科目のシラバス記載例」 

 

（出典 シラバス, p.Ei-48） 

 

資料５－４－①－５ 

「追試験に関する事項（抜粋）」 

 

（出典 教務に関する申合事項集） 
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資料５－４－①－６ 

「仮進級の仮進級の解除及び仮進級に関する事項（抜粋）」 

 

（出典 教務に関する申合事項集） 

 

資料５－４－①－７ 

「成績評価資料について（抜粋）」 

 

（出典 学生課） 
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資料５－４－①－８ 

「平成23年度 進級判定会議の開催通知」 

 

（出典 総務課） 

 

資料５－４－①－９ 

「平成23年度 卒業判定会議の開催通知」 

 

（出典 平成23年度教員会議開催通知） 
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資料５－４－①－10 

「平成23年度 進級判定会議（抜粋）」 

 

（出典 平成23年度進級判定会議資料） 

 

資料５－４－①－11 

「平成23年度 卒業判定会議（抜粋）」 

 

（出典 平成23年度卒業判定会議資料） 
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資料５－４－①－12 

「平成23年度 進級判定会議の判定基準」 

 

（出典 平成23年度進級判定会議資料） 

 

資料５－４－①－13 

「平成23年度 卒業判定会議の判定基準（抜粋）」 

 

（出典 平成23年度卒業判定会議資料） 

 

（分析結果とその根拠理由）  

成績評価・単位認定規定や進級・卒業認定規定は，学則及び成績考査・成績評価並びに進級及び

卒業の認定に関する規則に定められ，学生便覧への掲載などにより学生に周知されている。各授業

科目の成績評価・単位認定は，シラバス記載の評価方法により行われており，学生から成績評価な

どに対する意見申し立てがあった場合は，当該授業科目担当教員による対応が行われている。また，

進級認定・卒業認定は，教員会議において審議の上，校長が認定しており，規定に従って，成績評

価，単位認定，進級認定，卒業認定が適切に行われている。 
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＜専攻科課程＞ 

観点５－５－①： 教育の目的に照らして，準学士課程の教育との連携，及び準学士課程の教育か

らの発展等を考慮した教育課程となっているか。 

（観点に係る状況）  

 本校の専攻科課程は，準学士課程である４・５年次部分を基礎としてJABEE認定を受けた技術者

教育プログラム「環境生産システム工学」を構成している。生産システム工学専攻は機械工学科と

電気電子工学科と電子情報工学科を，環境システム工学専攻は物質工学科と環境都市工学科を基礎

としており，準学士課程の学習・教育目標と専攻科課程の教育目標は強く関連し（資料５－５－①

－１～３），それぞれの教育の目的を達成するよう授業科目が設計されている（資料５－５－①－

４～９）。 

 履修に関連する規則や規程が定められており（資料５－５－①－10～11），教育の目的を達成す

るために適切なものとなっている。また，専攻科課程のシラバスには，準学士課程の教育内容との

関連性が分かるよう本科の関連科目を明記するようにしている（資料５－５－①－12, 13）。 

本校専攻科では，目指すエンジニア像として「得意とする専門技術分野を持つことに加え，他の

技術分野を積極的に吸収して，自然環境との調和を図りながら，持続可能な社会を有機的にデザイ

ンすることができる知識と能力（「ものづくり・環境づくり」に関する能力）を身に付けた国際社

会で活躍できる実践的技術者」を掲げている。この「ものづくり・環境づくり」に関する能力に加

えて，技術者倫理，自然科学，デザイン能力，コミュニケーション能力などの達成目標を，５つの

大項目と２０の小項目からなる学習・教育目標として掲げている。これらの学習・教育目標を達成

するために，専攻科修了時に身に付けるべき学力や資質・能力に照らして体系的に科目を編成して

いる。授業科目の内容は，定めた教育目標を最終的な到達点として，専攻科課程の修了時に身に付

けるべき学力や資質・能力の各項目のいずれかに沿うものとなっている。 

 

資料５－５－①－１ 

「本科(準学士課程)の学習・教育目標（抜粋）」 

 

（出典 平成24年度学生便覧） 
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資料５－５－①－２ 

「専攻科の目的（抜粋）」 

 

（出典 平成24年度学生便覧） 

 

資料５－５－①－３ 

「専攻科の学習・教育目標（抜粋）」 

 

（出典 平成24年度学生便覧） 
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資料５－５－①－４ 

「各学科における学科・専攻科授業科目の関連図」 

 

（出典 専攻科シラバス, p.19） 

 

資料５－５－①－５ 

「各学科における学科・専攻科授業科目の関連図」 

 

（出典 専攻科シラバス, p.20） 
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資料５－５－①－６ 

「各学科における学科・専攻科授業科目の関連図」 

 

（出典 専攻科シラバス, p.21） 

 

資料５－５－①－７ 

「各学科における学科・専攻科授業科目の関連図」 

 

（出典 専攻科シラバス, p.22） 
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資料５－５－①－８ 

「各学科における学科・専攻科授業科目の関連図」 

 

（出典 専攻科シラバス, p.23） 

 

 

資料５－５－①－９ 

「各学科における学科・専攻科授業科目の関連図」 

 

（出典 専攻科シラバス, p.24） 
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資料５－５－①－10 

「専攻科の授業科目の履修等に関する規則」 

 

（出典 平成24年度学生便覧, p.106） 

 

資料５－５－①－11 

「専攻科の授業科目の履修規程」 

 

（出典 平成24年度専攻科履修の手引き, p.14） 
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資料５－５－①－12 

「電子物性工学シラバス」 

 

 

（出典 専攻科シラバス, p.62） 

 

資料５－５－①－13 

「シラバス（連続体力学）」 

 

 

（出典 専攻科シラバス, p.41） 
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（分析結果とその根拠理由）  

専攻科課程においては，準学士課程における専門技術の基礎の上に，専門技術の応用と幅広い工

学的素養を学ぶことができるように授業科目が設定されており，準学士課程の教育との連携を考慮

した教育課程となっている。 

 

観点５－５－②： 教育の目的に照らして，授業科目が適切に配置され，教育課程が体系的に編成

されているか。また，授業の内容が，全体として教育課程の編成の趣旨に沿って，

教育の目的を達成するために適切なものとなっているか。 

（観点に係る状況）  

 専攻科の目的は，「高等専門学校等における教育の基礎の上に，清深な程度において工業に関す

る高度な専門的知識と技術を教授し，その研究を指導すること」であり，その目的を実現するため

に，５つの教育目標を掲げている（資料５－５－②－１）。 

専攻科課程の授業科目は，一般科目，専門共通科目，専門展開科目に分類される（資料５－５－

②－２～４）。また，各科目は学習・教育目標の各項目を充足するよう配慮され設計されている

（資料５－５－②－５～10）。一般科目，専門共通科目，専門展開科目には必修科目と選択科目が

用意されており，選択科目の履修については，授業科目履修規程に定める方法に則っている（資料

５－５－②－11）。 

 

資料５－５－②－１ 

「専攻科の学習・教育目標」 

 

（出典 平成24年度学生便覧） 
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資料５－５－②－２ 

「専攻科授業科目表」 

 

（出典 度専攻科シラバス, p.30） 

 

資料５－５－②－３ 

「専攻科授業科目表」 

 

（出典 専攻科シラバス, p.48） 
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資料５－５－②－４ 

「専攻科授業科目表」 

 

（出典 専攻科シラバス, p.69） 

 

資料５－５－②－５ 

「各学科における学科・専攻科授業科目の関連図」 

 

（出典 専攻科シラバス, p.19） 
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資料５－５－②－６ 

「各学科における学科・専攻科授業科目の関連図」 

 

（出典 専攻科シラバス, p.20） 

 

資料５－５－②－７ 

「各学科における学科・専攻科授業科目の関連図」 

 

（出典 専攻科シラバス, p.21） 
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資料５－５－②－８ 

「各学科における学科・専攻科授業科目の関連図」 

 

（出典 専攻科シラバス, p.22） 

 

資料５－５－②－９ 

「各学科における学科・専攻科授業科目の関連図」 

 

（出典 専攻科シラバス, p.23） 
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資料５－５－②－10 

「各学科における学科・専攻科授業科目の関連図」 

 

（出典 専攻科シラバス, p.24） 

 

資料５－５－②－11 

「専攻科の授業科目の履修等に関する規則」 

 

（出典 平成24年度学生便覧, p.106） 
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（分析結果とその根拠理由）  

教育課程に編成については，基本理念，教育方針，教育目標及び専攻ごとの教育の目的に照らし

て，一般科目，専門共通科目，専門展開科目が適切に配置され，教育課程の体系性が確保されてい

る。また，授業の内容が，全体として教育課程に編成の趣旨に沿って，教育の目的を達成するため

に適切なものになっている。 

 

観点５－５－③： 教育課程の編成又は授業科目の内容において，学生の多様なニーズ，学術の発

展の動向，社会からの要請等に配慮しているか。 

（観点に係る状況）  

教育課程の編成方針において，自分の専攻科研究に必要な科目を専門展開科目から履修できるよ

うにしている。これは，自動的に学生の多様なニーズに対応した教育課程になっている（資料５－

５－③－１）。さらに，学生の多様なニーズに対応するため，他大学等における修得単位認定に関

する規程を定め，大学等において修得した単位を本校において修得したものとして認定している。

（資料５－５－③－２）。 

専攻科1年生では全員参加のインターンシップ（資料５－５－③－３）を実施しており，実社会

における技術者の業務を体験させ，コミュニケーション能力を含め社会からの要請に柔軟に対応で

きる能力を養成している。インターンシップ報告会（資料５－５－③－４）を経て単位として認定

している。 

専攻科の現代英語において，学生全員によるプレゼンテーション教育を導入している。これは学

生が主体的に自らの研究分野からテーマを選択し，それを英語でプレゼンテーションするもので，

外部講師２名（いずれもネイティヴスピーカー）を採用し，コンテスト形式で実施する。これによ

り国際的技術者に必要とされる英語読解及び伝達能力の養成が可能となる。また，eラーニングに

よる自習システム導入により，学生はTOEIC®の準備学習をオンラインでeラーニングにより学習で

き，学生の主体的な英語学習が進んだ。さらに，TOEIC®の受験を奨励し，現代英語の到達目標を

同試験の４００点程度に設定しており，講義内においても受験指導を実施している。（資料５－５

－③－５～７） 

専攻科の教育課程には，社会的な動向に伴う授業科目として技術者倫理，デザイン工学，環境工

学，地球環境等が開講されている（資料５－５－③－８）。 
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資料５－５－③－１ 

「専攻科の授業科目の履修等に関する規則」 

 

（出典 平成24年度学生便覧, p.106） 

 

資料５－５－③－２ 

「特別聴講派遣学生及び特別聴講学生規則」 

 

（出典 平成24年度学学生便覧, p.100） 
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資料５－５－③－３ 

「インターンシップのシラバス」 

 

（出典 専攻科シラバス, p.38） 

 

資料５－５－③－４ 

「平成23年度インターンシップ報告会」 

 

（出典 平成23年度インターンシップ報告集） 
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資料５－５－③－５ 

「現代英語シラバス」 

 
（出典 専攻科シラバス, p.26） 

 

資料５－５－③－６ 

「英語プレゼンテーション・プログラム（現代英語）」 

 

（出典 現代英語 成績資料） 
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資料５－５－③－７ 

「プレゼンテーション資料（現代英語）」 

  

（出典 現代英語 成績資料） 

 

資料５－５－③－８ 

「専攻科授業科目表」 

 

（出典 専攻科シラバス,  p.7） 
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（分析結果とその根拠理由）  

学生の多様なニーズ，学術の発展動向，社会からの要請等に対応した教育課程を編成するために，

他高等教育機関との単位互換に関する規則の制定，インターンシップによる単位認定，社会的な動

向に伴う授業科目（技術者倫理，環境工学，地球環境等）が開講され，様々な配慮がなされている。 

 

観点５－６－①： 教育の目的に照らして，講義，演習，実験，実習等の授業形態のバランスが適

切であり，それぞれの教育内容に応じた適切な学習指導法の工夫がなされている

か。 

（観点に係る状況） 

 開講科目84単位に対する講義，演習，実験・実習等の授業形態の割合については，必修科目と定

めている演習，実験・実習（研究）が24単位で約29％，講義が60単位で約71％となっている。修了

要件を考慮した授業形態のバランスは，演習，実験・実習等が約35％，講義が約65％となり，適切

なバランスとなっている。 

本校専攻科では，これからの多様化した社会で活躍できる実践的な技術者を養成するために，専

門共通科目を多く配し，さらに他専攻の科目を修得できるなど，複数の技術分野にまたがる学習が

できるようになっている（資料５－６－①－１）。優れた実践力と豊かな創造性を備えた技術者を

育成する目的で，エンジニアリング・デザイン能力育成のための授業である「創造デザイン演習」

や「デザイン工学」を実施している（資料５－６－①－２，３）。専攻科では，本科５年生の学生

と共に少人数教育で特別研究の指導をしている。特別研究は本校教育目標の全てを包括する総合的

科目と位置付けている（資料５－６－①－４）。特別研究では，学外研究発表や論文投稿も多く，

教育の目的を達成するために適切な教養教育と研究指導が行われている。それぞれの教育内容に応

じた適切な学習指導法の改善や情報共有のために，授業アンケート（資料５－６－①－５）などを

実施している。 

 

資料５－６－①－１ 

「専攻科の授業科目の履修等に関する規則」 

 

（出典 平成24年度学生便覧, p.106） 
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資料５－６－①－２ 

「創造デザイン演習シラバス」 

 

（出典 専攻科シラバス, p.32） 

 

資料５－６－①－３ 

「デザイン工学シラバス」 

 

（出典 専攻科シラバス, p.33） 
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資料５－６－①－４ 

「生産システム工学特別研究シラバス」 

 

（出典 専攻科シラバス, p.55） 

 

資料５－６－①－５ 

「授業アンケートの回答ページ及び結果・分析 例」 

 

（出典 平成22年度授業アンケート結果報告書） 

 

（分析結果とその根拠理由）  

各専攻においては，講義の授業形態を採る科目がほとんどを占めており，次いで実験，演習の順

に科目が開設されているなど，教育の目的に照らして，講義，演習，実験等の授業形態のバランス

は適切である。また，「創造デザイン演習」などの少人数授業や対話・討論型授業や「ものづくり
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情報工学」などの情報機器を活用した授業など，それぞれの教育内容に応じた適切な学習指導法の

工夫がなされている。 

 

観点５－６－②： 教育課程の編成の趣旨に沿って，シラバスが作成され，事前に行う準備学習，

教育方法や内容，達成目標と評価方法の明示等，内容が適切に整備され，活用さ

れているか。 

（観点に係る状況）  

シラバスは，教育課程に編成の趣旨に沿って，授業目標，授業の概要と方法，授業内容，教科書，

参考書，学習・教育目標，到達目標，評価方法，関連科目の明示など内容が適切に整備されたもの

が，専攻科長からのシラバスの作成依頼（資料５－６－②－１）に従って担当教員が作成する（資

料５－６－②－２）。授業の開始時には担当教員が科目のガイダンスを実施しているが，印刷した

シラバスを配布し，授業内容や成績評価方法について説明している。授業内容等が変更になった場

合は，学生に対して修正したシラバスの再配布及び説明を行っている。学生は，授業の進捗や評価

方法を参照し受講に役立てると共に，自己評価のために用いている。授業アンケートの結果から，

ほとんどの科目においてシラバスに従って授業を進めている（資料５－６－②－３）。 

 

資料５－６－②－１ 

「シラバスの作成依頼メール」 

 

（出典 学内メール） 
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資料５－６－②－２ 

「非常勤講師との懇談会資料」 

 

（出典 非常勤講師との懇談会資料） 

 

資料５－６－②－３ 

「授業アンケート結果（抜粋）」 

 

（出典 平成22年度授業アンケート結果報告書） 
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（分析結果とその根拠理由）  

シラバスは，教育課程の編成の趣旨に沿って，事前に行う準備学習，授業目標，授業の概要と方

法，授業内容，到達目標，関連科目，評価方法など内容が適切に整備されたものが作成され，授業

初日に行われる授業内容の説明や学生の事前学習などの際に活用されている。また，シラバスをウ

ェブサイトに掲載し，学生がいつでも閲覧できるように整備されている。以上により，学生が受講

計画を立てる上で必要な情報がシラバスとして作成され，適切に活用されている。 

 

観点５－６－③： 創造性を育む教育方法の工夫が図られているか。また，インターンシップの活

用が図られているか。 

（観点に係る状況）  

 必修科目としてインターンシップを設けている（資料５－６－③－１）。主に夏期休業中に実施

されているが，産業の現場における就労体験を通して，学習した専門知識の創造的な活用方法につ

いて主体的に体験する場として活用されている。昨年度は，高専機構主催第４回「海外インターン

シップ・プログラム」へも１名が参加するなど，様々な機会を生かして積極的に海外経験を積んで

いる（資料５－６－③－２，３）。 

 専攻科教育プログラムでは，創造性を育むために「創造デザイン演習」「ものづくり情報工学」

を専門共通の必修科目としている。また，専門共通科目の選択科目として「デザイン工学」を開講

している。「創造デザイン演習」では，数人のグループに分かれて与えられたテーマの解決方法を

討論や実験を通して，自ら問題解決する意識作り・多様な視点での検討考察を行う演習を行ってい

る（資料５－６－③－４）。「ものづくり情報工学」では情報技術をベースとしてものづくり・環

境づくり・融合・複合分野で活躍できる学生の育成を目指した開発型実践技術者の育成を目指した

講義を，グループ討議や情報機器を用いたシミュレーションなど行いながら，複数の教員により実

施している（資料５－６－③－５）。「デザイン工学」では，個人での課題及び他専攻で構成され

るグループでの課題があり，学生同士のピアレビューを行っている（資料５－６－③－６）。 

 

資料５－６－③－１ 

「特別聴講派遣学生及び特別聴講学生規則」 

 

（出典 平成24年度学学生便覧, p.100） 



福井工業高等専門学校 基準5 

- 211 - 

 

資料５－６－③－２ 

「海外インターンシップ・プログラム募集要項（抜粋）」 

 

（出典 国立高等専門学校機構） 

 

資料５－６－③－３ 

「海外インターンシップ報告」 

 

 
（出典 本校ホームページ http://www.fukui-nct.ac.jp/info/news/detail.php?id=374） 
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資料５－６－③－４ 

「創造デザイン演習シラバス」 

 

（出典 専攻科シラバス, p.32） 

 

資料５－６－③－５ 

「ものづくり情報工学シラバス」 

 

（出典 専攻科シラバス, p.39） 
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資料５－６－③－６ 

「デザイン工学シラバス」 

 

（出典 専攻科シラバス, p.33） 

 

（分析結果とその根拠理由）  

創造性を育む教育方法として，「創造デザイン演習」「ものづくり情報工学」などのPBL科目が

設定され，その授業の中で学生が主体的に行うテーマ選定，調査研究，結果の発表などを通じて創

造性を育むことができるように工夫がなされている。また，1年次の学生全員に1カ月程度のインタ

ーンシップが行われており，生産技術の現場に適応できる資質の素養のために活用されている。 

 

観点５－７－①： 教育の目的に照らして，教養教育や研究指導が適切に行われているか。 

（観点に係る状況）  

専攻科課程では，一般科目において現代英語を必修，生命進化論と東西技術史論を選択し，合計

４単位以上を課している（資料５－７－①－１）。また，専門共通科目の必修科目では融合・複合

分野の科目として，技術者倫理，環境工学，地球環境，経営工学などを開講している（資料５－７

－①－２～５）。 

専攻科における研究指導においては，当該学生ごとに研究指導教員を決め，専攻科研究論文の作

成，教育目標を達成するために必要な支援及び指導を行っている（資料５－７－①－６）。また，

特別研究の中間報告会（２年次４月）（資料５－７－①－７）及び特別研究発表会（２年次２月）

（資料５－７－①－８）が実施され，特に特別研究発表会では近い分野の教員による主査・副査制

をとっている。 

北陸技術交流テクノフェア2011（資料５－７－①－９）におけるシーズ研究発表会（資料５－７

－①－10）または専攻科学生による国際シンポジウム（ISTS2011）（資料５－７－①－11，12）に

全ての専攻科生が参加し，ポスターによる研究発表を行っている。実際に，企業の技術者や他大学

の教員との質疑応答や情報交換を通じて，自らの研究テーマを客観的に見つめ，その後の展望を検
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討するという意味でも非常に意義深い取り組みである。その他にも，学協会主催の研究発表会にも

多くの専攻科生が参加しており，２年間の研究活動を通じて，複数回の学会発表を行う学生が多く，

日常の研究活動だけでなく成果発表にも積極的に臨んでいる。 

 

資料５－７－①－１ 

「専攻科の学習・教育目標」 

 

（出典 平成24年度学生便覧） 

 

 

資料５－７－①－２ 

「技術者倫理シラバス」 

 

（出典 専攻科シラバス, p.31） 
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資料５－７－①－３ 

「環境工学シラバス」 

 

（出典 専攻科シラバス, p.35） 

 

資料５－７－①－４ 

「地球環境シラバス」 

 

（出典 専攻科シラバス. p.36） 
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資料５－７－①－５ 

「経営工学シラバス」 

 

（出典 専攻科シラバス, p.37） 

 

資料５－７－①－６ 

「生産システム工学特別研究シラバス」 

 

（出典 専攻科シラバス, p.55） 
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「特別研究中間発表会資料」 

 

資料５－７－①－７

 

（出典 平成23年度特別研究中間発表資料）

 

資料５－７－①－８ 

「特別研究発表資料（評価シート）」 

  

（出典 平成23年度特別研究発表資料） 
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資料５－７－①－９ 

「北陸技術交流テクノフェア」 

 

（出典 北陸技術交流テクノフェア2011ホームページ） 

 

資料５－７－①－10 

「シーズ研究発表会プログラム（抜粋）」 

 

（出典 平成23年度シーズ研究発表会資料集） 
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資料５－７－①－11 

「専攻科学生による国際シンポジウムISTS2011」 

 

（出典 専攻科学生による国際シンポジウムISTS2011ホームページ） 

 

資料５－７－①－12 

「ISTS2011 予稿（抜粋）」 

 

（出典 ISTS2011） 
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（分析結果とその根拠理由）  

専攻科課程では，一般科目や複合・融合分野の科目を開講し，教養教育が行われている。一方，

専攻科研究論文の作成，教育目標を達成するために必要な指導や学会活動への支援は指導教員が行

い，学内における研究発表や学位授与機構への学習成果発表などの指導では，近い分野の教員によ

る複数指導体制が整えられている。さらに，学外研究発表や論文投稿数も多く，教育の目的を達成

するために適切な教養教育と研究指導が行われている。 

 

観点５－８－①： 成績評価・単位認定規定や修了認定規定が組織として策定され，学生に周知さ

れているか。また，これらの規定に従って，成績評価，単位認定，修了認定が適

切に実施されているか。 

（観点に係る状況）  

成績評価，単位認定規定，修了認定規定については，学則ならびに「専攻科の授業科目の履修等

に関する規則」及び「専攻科の授業科目の履修規程」（資料５－８－①－１，２）として定められ

ており，専攻科生に対しては年度始めのオリエンテーションの際に，専攻科履修の手引き（資料５

－８－①－３）を配布し周知され，成績評価はシラバスに記載された評価方法と基準に則り実施さ

れている。また、学生から成績評価などに対する意見申し立てがあった場合は，当該授業科目担当

教員による対応が行われている。 

年度末に専攻科において修了判定会議（資料５－８－①－４）が開催され，会議資料（資料５－

８－①－５）に記載した修了判定基準（資料５－８－①－６）を確認した後，それに照合して判定

する。 

 

資料５－８－①－１ 

「専攻科の授業科目の履修等に関する規則」 

 

（出典 平成24年度学生便覧, p.106） 
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資料５－８－①－２ 

「専攻科の授業科目の履修規程」 

 

（出典 平成24年専攻科履修の手引き, p.14） 

 

資料５－８－①－３ 

「専攻科履修の手引き」 

 

（出典 平成24年度専攻科履修の手引きの表紙） 
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資料５－８－①－４ 

「修了判定会議の開催通知」 

 

（出典 教員会議資料） 

 

資料５－８－①－５ 

「平成23年度修了認定会議（抜粋）」 

 

（出典 平成23年度修了認定会議資料） 
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資料５－８－①－６ 

「修了判定基準（抜粋）」 

 

（出典 平成23年度修了認定会議資料） 

 

（分析結果とその根拠理由）  

成績評価や修了認定規定は，学則及び専攻科の授業科目の履修等に関する規則に定められ，学生

便覧への掲載などにより学生に周知されている。各授業科目の成績評価・単位認定は，シラバス記

載の評価方法により行われており，学生から成績評価などに対する意見申し立てがあった場合は，

当該授業科目担当教員による対応が行われている。また，修了認定は，教員会議において行われて

おり，規定に従って，成績評価，単位認定，修了認定が適切に行われている。 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

準学士課程では，科目系統図により５つの教育目標に配分されている科目を修得でき，教育目標

が達成できるように授業内容を構成すると共にシラバスが作成され学生に活用されている。講義，

演習，実験及び実習により得た知識をPBL型授業において総合的に活用できる学習指導が行われ，

創造性を育む教育が実施され，成果が得られている。 

専攻科課程では，技術者倫理，地球環境，経営工学など，多様なニーズに対応する教育課程が展

開されている。また，創造デザイン演習やデザイン工学など創造性を育む教育が充実している。イ

ンターンシップでは，高専機構のプログラムなどを生かして積極的に海外就労経験を積んでいる。

学生による学会発表や論文投稿も多く，高い水準の研究指導が行われている。 

（改善を要する点）  

 該当なし。 

 

（３）基準５の自己評価の概要 

準学士課程では教育目標に照らして，一般科目と専門科目をくさび形配置し，前者により基礎学

力と幅広い教養を養い，また後者により工学技術の専門的知識とそれらを創造的に活用する能力を

育成する体系的な教育課程となっている。科目系統図により５つの教育目標をバランスよく修得で
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き，教育目標が達成できるように授業内容を構成すると共にシラバスが作成され学生に示され活用

されている。講義，演習，実験及び実習により得た知識をPBL型授業において総合的に活用できる

学習指導が行われ，創造性を育む教育やインターンシップが実施され，成果が得られている。学級

担任の指導の下で特別活動，学校行事等を実施することにより，クラス運営を活発にすると共に，

人間性の涵養が図られている。学校行事，クラブ活動，寮生会，学生会の活動の過程で，学生が教

職員と多く触れ合い，豊かな人間性を育んでいる。 

成績評価・単位認定，進級・卒業判定規則が規定され，これらは学生便覧に明記され，科目担当

教員と学級担任の指導により学生に周知されている。教員会議において進級・卒業の判定が各基準

に基づき適切に行われている。 

専攻科課程は，社会の養成に応じた技術者倫理や経営工学などを専門共通科目の必修科目として

開講し，学生の多様なニーズに対応し柔軟に履修計画を立てられるよう，専門展開科目では実験・

演習・研究以外の科目を全て選択としている。さらに，英語によるプレゼンテーション能力の育成

など，学習指導法の工夫もなされている。 

また，創造デザイン演習やデザイン工学などの創造性を育む教育において，創造的・実践的問題

解決能力の涵養を図っている。インターンシップは，学習した専門知識の創造的な活用方法につい

て主体的に体験する場として活用され，高専機構のインターンシップ・プログラムなどを生かして

積極的に海外就労経験を積んでいる。 

専攻科研究では，学協会主催の研究発表への専攻科生の参加や論文投稿も多く，高い水準の研究

指導が行われている。成績評価，単位認定・修了認定が規定され学生に周知されている。また，教

員会議において単位認定・修了認定が適切に実施されている。 

 

 

 


